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既存添加物 ｢ブ ドウ果皮抽出物｣の成分研究
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【目的】既存添加物名簿収載品目リス トに記載されている製造用剤 ｢ブ ドウ果皮

抽出物｣は,｢アメリカブドウまたはブドウの果皮からェタノールで抽出して得ら

れた,ポリフェノールを主成分とするもの｣ と定義されるが,その成分について

は "ポリフェノール"という広い化合物群での情報のみで,詳細な情報は報告さ

れていない.そこで本研究では,｢ブドウ果皮抽出物｣ の品質規格作成のための検

討として,ブドウ果皮抽出物製品中に含まれる成分解析を行った.

【方法】ブドウ果皮抽出物製品の水可溶部をDiaionHP-20カラムを用いて水,令

水メタノールで溶出させて 7画分に分画した.さらに水溶出部については か-キ

サン,酢酸エチル,〟-ブタノールで順次分配して各分画物を得た.それらのうち,

HPLC分析で明瞭など-クが検出された 20%メタノール溶出部およびメタノール

溶出部,水溶出部の酢酸エチル分画物および n-ブタノール分画物について,各種

カラムクロマ トグラフィー (MCI-gelCHP20P,YMC-gelODS等)による分離 ･精
製を繰り返し,単離した化合物についての構造解析を行った.

【結果】成分精査の結果,13種の化合物 (syringicacid,vanillicacid,ethylgallate,

catechin,epICateChin,luteoliflavan,tryptamine,quercetin,quercetin310-glucuronide,

myricetin3-0-glucoside,procyanidinsB-1,B-2,B-5)を単離し,NMR等の各種機器分

析データに基づいて同定した.これらのうち,本製品中の主ポリフェノールとし

て認められた成分はcatechin,epicatechin,procyanidinB-1およびB-2であった.また,
HPLC分析において,赤ブドウに含まれることが知られるresveratrolおよびアント

シアニン類のピークを検出した.さらに縮合型タンニンオリゴマーに特徴的なブ

ロー ドピークが観察され,その構造解析について現在検討を進めている.


